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優しく強い子に！ いい加減で良いのかなあ！！
今のところ，今年はベストラポール賞を贈られる子は

いないようです。１人いるかな？
昨年の６年生の大久保君は矢上が由井三の校庭に入っ

ていくと必ず“代表今日は”と大きな声で挨拶してくれ
たのです。小松君もいつも私よりも先に校庭にいてボー
ルを蹴っていました。 サッカーが心底好きだったんだ
なーと思います。
“好きこそものの上手なれ”と言いますが，２人はト

ップと中盤で大暴れして４つのタイトル獲得に貢献しま
した。
今年他市へ移動した昨年度６年担任の村上先生がよく

http://www.minamih.net/ 言っていました。“南の子は良いですね”と。勉強もサ
１６・ ６・２５（土） ッカーもＧＡＭＢＡる子どもたちだったのです。私もと
南ＮＥＷＳ ＮＯ２３ っても嬉しく想いました。

どの学年もそうあってほしいと願っています。
今年は矢上が校庭に入ると必ずボールを蹴っているのが４年生の内田君です。シ

ャイな内田君は挨拶はしてくれないのですが黙々とボールを蹴っています。
サッカーに打ち込んでいるのです。
成果はしっかり出て，左右のインステップキックは強くて正確です。カップ戦の

白百合戦では左サイドをストップゴーで突破し左足で見事なクロスを入れていま
す。チャンスメーカーとして活躍していました。
努力は必ず報われ，裏切りませんが，土・日の練習や午後練に適当な気持ちで参

加していると心を鍛え，技を修得することはできません。
午後練に来ないで試合にだけ来る子がいます。それが許される学年は成長しませ

ん。指示を聴かずにおしゃべりばかりしている子もいます。寺子屋でもそうでした。
いい加減な気持ちで練習に参加している子がいます。指導者とし

てのモチベーションが落ちてしまいます。教えたくないのです。指
導者を辞めたくなってしまうのです。良いのかなあ，それで終わっ
てしまうよ！！サッカーを何のためにやっているの？！いい加減で
いいのなら矢上は教えません！！ ｂｙ南のアンパンマン

毎年６月の第２日曜日に行われる矢上の高校の同窓会の写真です。
昭和３９年・４０年･４

１年卒業のテーブルのメ
ンバーです。
矢上は前列の左から２

人目。左後ろは小学校･中
学校･高校と同級生でサッ
カー部のチームメイトだ
った阿部君です。後列右
橋は１年後輩の栗田君で
す。
阿部君とは中学時代，

彼が右のインナー，私が
センターフォワードで埼
玉県の学徒総合大会で準
優勝しました。優勝は浦

写真をＮＥＷＳに載せるとみんなに許可を取っています。和の木崎中学でした。
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中学時代３年間は同じクラスで彼の成績はクラスで２番。好きな科目だけ勉強す
る矢上は５番でした。毎日基礎英語を聴いていて英語は矢上が上でした。
中学時代の矢上は，１年生の時に，県大会で３位になった３年生の先輩で矢田部

さんの強烈な左足のキックに憧れ，右利きでしたが，左足のキックの練習を一生懸
命していました。おかげで左足での得点がたくさん取れたのです。センターフォワ
ードは左右からのクロスを得点するために右も左も蹴らないといけないのです。
高校時代はドリブルの自主練習によく取り組みました。ストップゴーやダブルタ

ッチを練習前や練習後，自主練していました。阿部君は１年上の先輩と１対１を必
ずやっていました。暗くなってボールが見えなくなると２００Ｍのトラックを１０
周。インターバル走を必ず走りスタミナアップを図っていました。広羽監督に言わ
れたのではなく自分たちで考えた自主的な取り組みでした。
夏の学徒総合大会の埼玉県予選でその成果が出ました。全国高校選手権で３連覇

して“赤き血のイレブン”というアニメにもなった浦和南と準々決勝であたり，１
対１での延長戦前半，左サイドでボールを受けたレフトウイングの私はダブルタッ
チの連続で左サイドを突破し，ゴール前にいたセンターフォワード２年生高柳君に
クロス。高柳君がワントラップ，左足のシュートで１点リード。同じ形で矢上が左
サイドを突破してクロス３点目，勝利したのです。
ベスト４で全国総体で優勝の実績もある児玉と対戦し，矢上は相手にマークされ

ました。力を出せずに０－４で敗戦。３位決定戦で浦和高校と対戦。１対１で引き
分けましたが，当時はＰＫ戦がなく，抽選で敗れて群馬県館林での関東大会には行
けませんでした。浦和高校は関東大会で３位に入賞しました。
阿部君は高校でぐんと伸びて，全日本で活躍した川上君を擁した浦和西校戦。１

点リードされた後、キックオフから相手を次々と抜き去り，ＧＫと１対１でゴール
を決め，あまりの鮮やかさに相手の中西監督もあっけにとられてその後は笑ってい
たようです。私たちの学年は“ドリブルが上手かった”と元オリンピック候補選手
の広羽監督が後に言ってくれました。
阿部君はこの年の埼玉のベストイレブンに選ばれ，１１月の全国高校選手権予選

がベスト８で終わった後，受験勉強，埼玉大学に入学を果たしたのです。
教育系大学の全国大会で優勝し，その実績で当時の日本リーグ日立本社(現柏レイ
ソル）に入り，レギュラーではありませんでしたが，国立競技場で行われた天皇杯
決勝戦では後半途中出場して優勝に貢献していました。テレビで観ていました。そ
の後、現なでしこの浦和レディスの監督などをしています。

私たちが高校３年生の時は３年生が４人しかいないチームで，あとは２年生でし
た。その１年後輩の栗田君たちが３年生になったときは自主的に朝練に取り組み,
１１月の全国高校選手権埼玉県予選で浦和の高校を次々と撃破し，決勝では全国を
４度制覇した名門浦和市立を２－０で破り，見事全国大会出場を果たしたのです。
栗田君はＤＦの要，キャプテンとしてチームを引っ張り，夢を実現したのです。残
念ながら１回戦で九州の中津商業に１－２で敗れましたが。
サッカーの虫と言われ，具合が悪くて学校を休んでも午後のクラブには出たり，

雨の休日も学校に行き仲間と泥んこになってゲームを楽しむ中学生でした。中学時
代も高校時代も自分たちで工夫して練習し，個人･チームの力量を向上させ，自分
たちで電話をかけて試合相手を探して練習試合をよくしていました。練習はきつか
ったのですが，試合が楽しくてしようがなかったのです。
私たちが３年の時に浦和市立が全国大会を制しています。そのエース近江俊介君

は中学時代の県大会決勝で私のチーム川口市立仲町中学が０－３で敗れた浦和木崎
中学のエースでした。後に法政大学・日立本社で活躍し全日本にも選ばれています。
高３の時，浦和市立との対戦は２回あって，前半は１対１で折り返し，後半リー

ドされて敗れるという試合でした。でもその市立が正月に全国制覇！みんなで喜び
ました！！
夢に向かって努力をすれば報われます。香川選手･長友選手･宇佐見選手たちが教

えてくれています。一郎選手もそうですね。 ｂｙ南のアンパンマン


